
HAT― 」 北海道支部だよ
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ダ ウ ラ ギ リ I峰
フレンチ・パスから

'9“円月30日 、14時30分 、ヒウ惨訂位の高

峰、ダ労キ・りI峰にね鶴自研しυ名力お167m

の頂に立った。

今回妨 腑び帰・り]譴隊は、い

という適内初の輝かしい記録も残した。

遠征隊が働職されたのが'96年の春、50才

…

2"間 らヽ32オの群部名、朝
1回 、又:シ回の刑員

`場

助湘 力れ 、積雪馴ま

訓鯨崎 と河f―″ヽ 理発するま

…

ヶ

月は悪戦蘭闘の長い日々でした。

写真と文 メ守朦  ヨカ

特に、お 卿 諦 らヽ参加し輝 隕 は、

い の道を通い翻 決 努力には頭が

下力つ ました。

IAT―」の会員にもこれと似磁 の人が居

ます。緑豊かな自然を次世代に引き継いで行

くためにも頑張って頂きたいと思います。

今回の登山隊も、″クク・テイ″ウトを― る

ことを登頂成功と同じく考え、これを実行し

て来ました。
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「チベットでのゴミ皿

「ハ・ットの未踏峰に登ろう」

と大き樹 鵬をもっで 月10日

に日本を出発。ルハ・―lよ 、68歳

から4麟師)n挙

“

ソ名。高所

順化を
"で

行い、いよいよBCへ

向け,ドクトデーで出発。しかし

連日明 睫 メl‖証 艦 、さ釈 土 じ

砂崩れで適自
―

。目的

地までmザ 、
"に

引き戻り、

さらに3日 も
-1無

らヽれ

ました。予備日を3日 し力予定

していない私たちは目標の山を

変更しなけれまなりませんでし

た。A・ ット
`電

艶昴鵬針まどの山に登っても良

いとのこと。 C博構、いし

"ヽ

げん?)

雨期がまだ明けていないこともあり、当初日

標にしていた山の近くのより易しそうな山に

変更することにしました。もちろん、―
なのでその山の名前も標高もわかりません。

―

も終わり、一路目的地へ。
"から羊八井を経由しさらに東へ。車窓からは、

白い峰々のW升が見えてきました。しかし、

その峰々園 渤喘 りヽはじめ、写真を見なが

ら目標り山を見つけなけれまならないのに、

山は雲ですっかりおおわれてしまいました。

やっと山裾の地形からBCへのトトを見つけ、

BCは羊とヤクo― ・ Rヽり憮 中ヽ くと

決定。毎日、詢 さ肋 端舒伺いに来、

すっかり友達になってしまいました。

さて、ゴ瞳 あるが、私たちのルr-5

名がrrの会員です。
ゴミ処理日関しては、積極的に取り組みまし

た。処理法として、 日然やす」、「埋める」、

時 ちかえる」方法を考えたが、たとえ
"まで持ち帰っても、分には、コ・ミ姻壁する手段

・ を攻〕 真 嶋 花 子

が少ないとの事。確かに
'市

内0ま、掃き出

されたゴ勒Ve■に山ずみになっていました。

「燃やす」は、この地域の人たちは、燃やす

こと (煙を■lすること)を嫌うという。残さ

れたのは「埋める」方法しかありません。し

かし、隊員を含め10名のゴミを全部埋めるに

は量が多すぎます。結局、私たちは、BCヴ
ミは十分廃却し、埋めることにしました。Cl

は雪と岩なので焼却しました。ビニー

“

甲プ ラ

″″州 海 日の訪間者である、子供たち

にア掟・ンけ ると大変喜んでくれました。   ~
反省点を書き上げると、Clでの焼却は、完全

とはいえず

“

まで卜ろし,生ゴミl却麹躁して

燃やす方法をとるべきでした。

…

ま予気煤 て、力・ラス
`籾

田ま、

すぐに割ってしまい、それを楽しんでいる子

供たちと一緒にゴミ1勲Pラスの破片を拾い、■ン

プの跡をきれいにすることができ、白く輝く

A・外の山を楽しむことができました。
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「岩木山クリーンハイクに参加して」

継  
一

7月 4日2嬌わ

“

材疇 行 日ままなす」に

乗り、これから青森へ出がするのです。規則

的ない瞬 きが体に直に伝ってくるかA・ット

列車、空いている仕切0静 を降し横になっ

てみる:周りは男仰まかり、学生あり、出張

の帰りらしき人あり、紅
=点

のか
゛
ルになリフ

17A・・…・こltl沿星と:お場)ホ詢閾電彗うぞ
と思いながら、まもなく眠ってしまいました。

どん旅 も眠れる機 勁けてくれます。
田閥に詢 り岩木山

"ウ
Mクの知らせ

が出瀾時、何故か行こうと決めていました。

抜人:お合目迄翻7"世床ているからいつ

でも御するよとの答え、でも以前青森観光を

した時の津朝歳菫磁いヽヤ勁tく 思ってい

ました。トン締一つ越えた劇隣りの支部という

気安さも手伝って、早速事務局の加藤様に電

話を入れました。行事案内が送られてきて、
LATの会員名簿で申し込みをしておきました。
肛 キは出さなくていいです。お待ちしてお

ります。」と添えられていました。
やっぱりmTσ洲陥だと嬉しくなり早速、時

力表を頼りげ シを立てました。
7月 5日翻 働暉輌藤に事翡瞥.週引H苺り願椰晨

わ 放送も知らないで…・すっかり明るくな
った駅前をアプラして、研認2-
に乗り込み、車中おにぎりと牛乳で朝食をす

ませると、需わ分には弘詢駅前に着いて、」r

乃 卜で山支度をすませ、蜘 ・スにて終点国

民宿舎岩木荘に向力ヽ まヽした。集合場所の岩

木山百潟砕理駐車場に行くと、丁度八戸よ

り̈ ・

“

謝 しておりわとしました。
青碗選担

"い
らヽの競bDElまいわき市より1

名、む り1名 とt03名で、計50嗜弱

嘲 嗜 となり名簿と職が配られ、中
ル
"体

操後出発となりました。途中沢の両側

はぐチ″

"・ "〉

の群落てみごとでした。

「このVノ

"け

゛

"は
どこが違うの働 」と

尋ねると「ミチノクロ興〕まチノ知F"で、夕張

に蜘力卸 ドリ
"°"さ

」と明快な答が後の方

より返つてきて、ナ腱ドと納得しました。
ゴ導ま全く贈 らず卸 ケンFttM用庫を
つけυ・トプが、ビ動 入った袋を持っ

て下山して来るのに出合っただけです。頂止

l劫「スって展望がきかれ っヽたけれど、広く

きれいて神社け して、1鴨都合目駐車

場に下山しました。途中百沢温泉爺 流し、

おみ●デ店0昴巨製疎を買い、鞠  {"ヾ

廻って来て自己燿いをしたりして、登山口に

あっ

…

鵡 しました。弘前行

中 ・瑕あ0分あるからとビ■を頂き、ハ・ス

無 ゆっくり歓み

“

くら劫 口して良かったと、

楽しかった一日を思いました。気さくで元気

な青森支部の皆さんお世話になりました。又

機会をみつけて仲間に入れて下さいね !



斜里岳清掃登山

EAT―J昴戯鍼議日日

“

らヽ今

年で三年、知床半島の基部に

■える日本百名山の一つ斜里

岳の
―

L櫛 。

物 麟圏繭 つ く、

あちらこちらい あ`った。

そんな時期の清掃登山、道路

:』月19日通れないと開く。

縫 州 :39月 27日 、欄

で道は通れるようになるのか
,こVよ しカラド安代軍粛り、役場の

方に電話を入れると、だいじ

ょうぶですよとの良し地勢睦

いただく。遠く東京、長野、

千葉、各方面から来られる方
々もこれで満足してくれると思うと安い。

27日は、とても素晴らしい天気にめぐまれ、

遠くの山々まで見えた。沢あり、急登ありの

■スt・lまあるが、それぞれに楽しんでいたよ

うに見える。イ

ー

■に会い、り‖の

水がどんどん増して行く。これも斜蜘 ヽヽ

かに道東随―の迫力のある山である力

"熙
ヽ

知らさ襲 。

清岳荘が見えると、ガアぬれになりながら

もし卜する。

n月 16日斜里岳勁山Jヽヨ発ける清嘔荘の見

出し、なんで !この前行ったばかりなのに。

「16日正午ごろ、同町管理の山4渥清岳荘

0ク
・

"ス

式汁二階建て、約

“

訪 ルトル)力統

失しているのを同町内の力が見つけた。…・」

新聞で見てほんとうなんだなと思うと同時に、

山小日ま斜里岳登山口から8細地点にある、

私適遠くから登山しようと思うと、どうして

も泊まらなけれま勤山出来ない山小屋であっ

た。

今から10年ぐらい敵 あった。観 里岳

に登りに行って登山日からの力りでドテてし

まい、おまけ口rをひいて4嘔切中で休ん

でいたのを思いだし、なんとか日本百名山の

つ の斜里岳の山4嘔睦 、銅 の山樹 る

人に見てほしいものだと思う。

称  
…
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斜里岳の清掃登山に参加して

今年の動 囲 繭 Й翻家跡けとし

た山行ができなかっだ。9月 に入っても余り

よい螂 滞い鰤 の斜¨ もい

暉していたが、下山終了直前で雨に当たる程

度で何かと蕪事終討 る勤 昧` た。

錮 は、油 をヽ聖素口,。 漣 りにれ

ていない人のために、地元の中

力を得た。杖をついての週行に加え、山岳会

の方のば―卜で完全に登ることができました。

地元の中 方の詰0ま、いつもこの時

期ま、紅葉が熟晴らしいとのこと。今年は夏

の夭侯相頃と、9月 に入っても気温の温度差

が無く、紅薫ま今ひとつだったが、滝が現れ

たりして変化に富んだ沢}スを皆楽しんでい

るようだった。

沢沿いの■スの事もあって余リゴミは見あた

らないと思つていたら、沢もとぎれた尾根■
スとの分岐上コ隕の所に、まとめて拾っば

渤 置`いてあった。前の爛 ゞミを拾って

くれていたのだった。
ここからは、登りも急になり秋の日とは思

えないほど気温が高くひと汗かく。

下山してきたガトアの人達に「何の団体か

しら・・・?」 と尋ねられ。「田部井さんが、代

表となって活動している山に親しみながら山

の環境を考える。そ―
に清掃登山等を、

やっているEAT―Jと言います。」「今回ま是
jL■tT Jの企画に参加してくださ～い。」と
Rした。

馬の背から急な登りをつめるとやがて頂上

頂上から天気の良い日には、国後の島が見え
るのだが、残念ながら今回は見ることが出来
なかった。しかし、知床の山々を望ヒことが

できて皆、消足していた様子。4時間程噴で

`目

員力泡 議ヽ 。

坪 原 美 治 子

昼食をすませ正午過ぎ下山を― る。

長屋

"ゲ

ーよリト~腸げ ミをデドしてある

ので、みんなで、手分けして持って行くよう

に言われいてたので、それぞげ ″に入れた

り、手でぶら■気 持った。

下りは、屋根道のため沢登リ
ー

らヽ解

放され皆足取りも軽かった。遠くに屈斜路湖

が望まれ、中 嗜 らは、カカ

…押し■ た 。

尾根道の中 の中には、ポ薇 の空

き缶が0まりめだつ。また、卜●後と層われ

るシタ働波 っていて「これはし筍んヽ !!」

と皆餃い顔。帥 の後の紙は持ち帰りましょ

う。

下りあと15分と言う処0・―ッとにわか雨。

雨具をはする力報 すない内に着いてしまった

それぞれ持ち帰ったコ・ミを―ヶ所に集めて

分別する。雨で濡れが ミもあり結申

「

勤ヽ

った。枷 の取材の人が同行していて、

穣 め 醐 a抒 樹 臣したヵ`ら 1カヴ 問ヾ

題Jと しでルビ■―ス
ー された。 実行委

員から総伸的には、新しヽ ゴミは少なく、錆

びてしまった缶や、空き濶 路
"ヽ

った事。ま

た、今回含め最近の山は、大淑ぽミが少なく

なってきているとの感想が述べられた。

最後に、長屋トダーより、遠く道外から参

カロされた方々に感謝の気持と、今度はこちら

からも是非、本州で行われる交流登山に参加

したいとの希望が述べられ、又どこかの山で

再会しようとの話節 ら騒 した。
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「斜里岳清掃登山に参加して」

鰤
―

伸 一

9月 25日 、い らヽ空引野鵬 に贈 。
我が散郷である。いつ来ても故郷の空知ま私
自慶しく迎えてくれる。道内なら、どこに居
ても心おだやかで居られるのが、自分でも不
廠 ある。
その夜は、実家

～
鋼

"相
鮒解い簿

る 噸 へ宿泊するというとんでもない
男である。そして、その足で例D居酒屋「つ
る」で大内氏と再会。つい夜中まで宮崎支部
長らと飲み施すてしまった。話などいくらし
ても終わりなど来るはずもなく、「明日LAT

があるから」と言い諷すがましく、未練たっ
ぶりに退散。もちろん帰り際に「また来るわ
と言い残して。
9月 26日 、朝B:00同 じく東京から前日和幌

入りしていた御大の黒石さんと、集合場所へ

行くと、他の山行グトプも集まっており、中

…

■を改めて感じながら用意してい
ただいた慟 ・スヘ乗り込んだ。リウ ―゙の杉林
氏の軽妙な司会で和気合々と清型町の宿舎「

―
へ。近頃このヨ別冒助饂助 日ヾ本全

国にやたらと増えたようで、便利にはなった。
北海道支部に参加して、いつも思う事ま、

句回、そり吃な 0七0の協力をきっちりと
とりつけてぃる点口惑け る。東海支部にお
いては、回数が多いのもあるが、地元とは全
く別行動で、独自に活動する勤 まヽとんどで
ある。
L4T」の理念として、町舅譴 があるので、

北海道支部のやり方が本来の方法で、最良の
やり方だと、反省しつつ「俺には■出来ない
なあ」と、自分の限界を思い知らされる。そ
の夜の 哺 も尽きる事なく続きそうで
非常に楽しぃものだった。

9月 27日 、5時起床と言われていたのに、前

夜の不徳で自分●よ起きられず、皆さんには、

申し訳なし弩嗜 したが、とにかくハ・ス:部時30

分に、魯 l:日の清岳荘へ向かった。支部″ッフ

の組織だった行動●惑いしながら、■認6分

出発。いきなり沢

―

、道外から

の参加書またぶん、前途に不安をいだきなが

ら、この先に何が出て来るか胸ワワクだったと

思う。当の自分も「こりゃ、先が楽しみ油

と心軸 t贄りいていた。 た
"と

して滝

登りがあったりして」という端 まはずれた

が、滝の検lo位の所をトプ伝いに登るlB■lま 、

何とも応えられない。清掃登山で、こんな楽

しい登山道を選んでくれた″夕に「やってく

れるじやないの」とお礼申し上げたい。途中

「仙人洞」あたりだと思うが、岩陰に古tザ
ミカ対 に見つかり、あっと言うまに数袋が

いっl漁 にヽなった。他の山域でもそうだが、

音、側目ま皆んな0ミを埋めて帰った。よ

もやそれ ザ ミとし44T Jの会員に拾われる

などとは考えもしなかった。それどころか、

自分迎 ま

"卜
の良し睡 」だと自負して

もいた。時代と共僣卜 も成長する事を知り、
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この暁

"世
紀になれま、ゴミの出るようなも

のを山へ持ち込む事自体が 町■連仮」と言
われそうだ。
この山で気付いた事は、「タハ・

“"熟
ザラ

カ立にし」 とぃう事と レィタュの花」カリいて
いないという事で、これま驚きだったのだが、
TLLla― さんの話で、シリュは常時、
気を付けて拾ってくれているとの事で、納得
したが、その際い

°
コも拾ってくれたのかも知

れない。東海支部の山行では、いつも「タハ・コ
の吸し勁・ラ」には手を臓 てヽいるが、愛煙家
の自分は「吸っても捨てない」と緒方拳よろ
しく気を使ってる。 曜敷勤 の文字が時 頭々
に渤 りはするが、

―

らヽ言わせて
もらえば、山頂で吸う「いっぷく」は、「一
福」であり、宰福な行事なのであって、こ理
解いただきたいと思う。要ま散らかるなけれ
ばよいのであるから。
山頂にはしプは、Ю時40分頃に到着。しか

し天気が良すぎるせいか、遠方はガ

“

渤

"ヽり、期待してい潤 ヒ方領Jま見えなかったが、
この斜里岳、北側に岩壁があったのが日につ

いた。岩がもろそうだが冬ならおもしろいト
トになりそうだと思いつつ下山にかかる。
熊現喘議 らヽの急な下山道では、臓 嗜ん

な急ぎ足になり、あちこちで
"ッ

プや、つま
ずい

― ―
る。自分の足が疲れて上

がらなくなっている事に気づかない人がおり、
見ていて貯管したのだが、登山より下山の方
がむずかしく綱険であることを、もっと認識
するべきだと思う。安け るのは下りきって
からであり、下山途中は、登山崎よりも気を
張って居なけれまならない。

この点ま、北海道田限らずm卜J全体で、
注意をうながすべきかもしれない。登山日の
清岳荘動部灘嘲 郷頃にしフ

゜
、最後尾も15

n30分頃には到着。ゴミの計量で合計
"聰

余
り。そのほとんど力ヽ ルゴミで、埋めていた
ものが雨に打たれて表面に出て来たものであ
った。これらの幡け出した成分が長年、沢に
流れ出ていた事を思うと、やまリゴミlれ
帰リカ■→飾にと思い直す。

mT―JJ麟薩技蘭の支部長以下、″ジの皆
さんの気持ちの良しゝ 綱ヤ球渤 」ヽk翻駐
充分に楽しめた事口感謝しノノ、=段ときれ
いになって山に満足した清掃登山であった。
散郷の山が、今後共美しいままで居られる

ように、道内岳人の益々のご活躍睦願って止
まない。 (199&9.28)
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チシマザサ

日本各地の山には笹の生い茂っている所が

実に多い。智ま日本独特の植物で、各国の山

には少ない。北海道0ま 、特●隣彗疑いヽ

口憾嘴蟷つに勤■には、郷 ・サと嘲まれる極

の曲った笹が、びっしりと林床をうめつくし

0ヽる。10月利漁L舅じ頗ヶ森に登ったが、

山曰筋出ま一暴

“

D笹養●|あった。しかし、笹

の藪こぎをしようと思えば可能な目度の茎の

丈であった。1日爾馘リシげサはそうはいかな

い。藪こぎしようと思えば相当α崩訪ヽ るヽ。

密生しているからわ 申 を作るのに

どうしても靴で踏倒さなければならない。茎

鯖

"と
言う)に靴を乗u‖まつるりと滑る。

斜面の笹の壼こぎ:力観婉菫まりない。″凛

りの人|… や迷いの事故が夕 つ も,
■・

"駄
れ だヽ。

人にとってやっ力ヽ ノヽH害ま、樹木にとって

嘲 れる― lまない。種め落ちても笹に

日光を通られて、発芽することは先ず出来な

い。倒木更新などで、日照が充分で、倒れた

林 C嗜じジい0っ鵬 る条沼助可睦っ満 、

つまり笹から解放された時、やっと発芽する

こと力蹂 るのである。

笹la― ってぉり、茎の途中から″

ガが出て増えていく。これが成長して稗にな

るから、一本‐本の相ま同じ遺伝子を持って

いわ:詢・4tで言われる知りなのである。竹は

本来熱帯の植物であった。竹と同じ書科の笹

がなぜ寒し競 に適嗜出来た‐ ■な くは分

らなし

"｀

、積雪の深さに大いに以瞬がある。

'マ

r'`房瓢脚日早ま、重い積雪にも体を曲げ

¬耐え、冬芽を巧みに寒さから守っている。

春から雪がとlすると稗のハ
゜
ネ¬

“

れ よヽく立ち

上り、

…

を他曖知颯江 早く受け成

長を始める。実にしぶとい生き方をする。

の 工  _ヽ

薇 騒 躍 嘔

やっ力ヽ 理協
"■'も

よく考えると、二面

では自然や我々に利している。″ノコを食用に

しているのは衆知のこととて言及しないが、

地下茎ががっちりと地表を覆っている事で洪

水などの自然破壊を防ぐ大きな役割を果たし

ている。また、未だ充分には知られていない

が、笹そのものの利用としてハ
゜
プ 材として

これより紙を漉くこと力鞣 る。良質で腰が _
強く木材からの紙の如くすぐ破れたりしない。

用紙澪チヂ囁 、さらに名刺自紙や趣味の紙

としても雅味あふれる趣きがある。留ま刈り

取っても数午力‖れ に復するから、資源が

乏しくなる̀麒ヨま、木材よりずっと少ない。

輸入材口慎っている木材紙を補う役は充分に

務まると思うが。こJM無 きく企業化し

ないのは、運賃や加エ
ー

筍 りヽ過ぎる

事にあるらしい。

綱 mヽ く弾力のある― れ て、

¨ 民
=謡

誡,1日でいる知 れ るヽ。諦

毒 甦 次

ぃ山鈍→

ナ

７

十
′
貯
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外協力隊員として、デ羽嗜n― ―
族に竹細工の技法を教えて来た、当麻町の佐

藤由美子さんがその人である。畑作の傍ら専

ら自宅の工房で、,■・サーつにこだわって取

り組んでいる。‐

…

で細く薄く

'マ

サ・サを割り、柔軟な性質を充分に生かして

編んだかご

…

ど 自ヽ細ぬ編目と独特

嫌 、師 ま、孟沸″,労常島に:瀬胡 ま

らしさがある。

道内どこにでも勲 すヽながら、あまり人々

から・ Inくられ織 でしぶといかげサ駐

目すれば、資源の貧しい日本にとってきまざ

まな脚 靖 えられ、有動 として強

が与えられるかも匁れない。

1月 17日  経

4月 25日 総会

¨ 呻 》

6月 14日 (日)イャスリヾ C25名 )コ
・ミ1 5Kg

膵  (う 、誅 、鶏 、講 、

柏木、菊池、大内、杉林、

粒 GD、 鶴 他 略
9月 27日 (日 )癬担日霧

“

8名)

例醸(→ 、真嶋 、福沢 、耀子 、

菊池、宮崎、尾崎、坪原、
/J淋 0、 米本、杉林、
導日、五十嵐、松本、枝並 ①

他郎名
10月 4日 (日)和和山 (10名 )

前 、林 、部 、腋  (ナ )

杉林、枝並 (正 、夕)、 他 名

《個渤 ●
5月 3～10日 が ―ルα物魔却炉、チョプル

リんご園見∋

は 、補沢、個 名

5月 23日 04礎嗣鶴

`キ

帥

◎ 餞

5月 24日 (日)新帝諄イキンケ
゛
 G目

―
Lp

◎ 師
7月 5日 (日 )青森支部 岩木山

◎ 駅

8月 21～23日 東海支部 北岳

◎ 宮崎、福沢、他 名

1998年度 北海道支部

サ  ミκヨウ
くクマずす嗜自異り)
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ホロホロ山ミニ・クリーン・ハイク

誨 タ カ 子

ヨ廊賦道ぼa部衿r■目″贈っ澤腑駐登JJは 、10月 4

日 (日)支狙 くm山 (13ZD―
された。山名の由鶏ま不明た力く、周辺の紅葉

と頂上から0-、 ― 、翻 山、恵

庭岳、い
°
ノ

"で
著名である。

午前霧議助D■128は、イト2台に分乗し札

幌を出発し、紅葉を楽しもうとい

雄 LLE、 大館り調貯N向かうが、4綸
"り

亜紫

は天侯不順の影響で寂しいものでした。時折

激しく降る雨に「晴れて欲しい」と願いなが

らのドアプでしたが、雨の創笥は動拙て、

まるで「
―

勒 のようで嬉しかっ

た。6月 に開通した白
―

を通り、三階
の滝、自者の滝を車窓から眺め、トドψ林道
に入り登山口に到贈する9時頃には雨もすっ

かり上がっていた。
LAT」″■ (腰にごみD崚 整え、

山行責任者の杉林さんの説朗を聞き、 レ・

の小屋」で登山届に記入し登山開始。わ

"の沢 い 男ヽ)を渡渉、尾根道を進むと■―

クなアイ鶏酔朔剛い 日`に付く。ウルクの松 朗

)、 ピリカの沢 (乙女)を渡り、5合目手前で

林道に出る。

当日は白老町民登山が行われており、広場

でま̈ 方 が々、下山してくる参カロ者を

豚計で迎え赫 をしている。良し雛]い力漂

い、 峨 々にも欄 カド・…Jと期待しな

がら炒
"ヾ

の松 御 、ヌヘ¬■ 圃 、

"ャ

パ 松 9貯もめ)を過ぎ、7合目の張タイ

見晴台 0・効ン
'f粉

で休憩。例年なら紅葉

で絶景の夕・効ンハ・はすっかり葉を落としてい

たが、灰白色刺 と翡 した馴印哺能πま

それはそれで別の趣がありました。力″
""ヾんま(D辺りからだつ帯となり、

",の
が

んまいそべる)から急登となる。風が出て

きて雲の流れも速くなり、下山する方が「頂

上は寒いですよ」と声を力ヽ」に くれる。

1嬌認0うれ却頂に到着。霧で視界の悪い中、

記念写真を撮り、昼食をとっていると、強風

と共に霰まで降り出す。食事もそこそこに下

lLuをしていると、一調霧が晴れ視界が広

がり、知
°
ノ
"の

一部を見ることができ、感動

で寒さも出 るほどでした。岨 いたメ、々

から歓声が上がり、州まど下山したはずの人

も一日見ようと再ひ登ってくる。

ごみもほとんど無く、■tT■の趣旨であるテ

ィクr7・″″ゥトを実践し、白いものも山には残さ

ず、B時1影遇聾漁諄下山。融 ケ に分乗、

四季杉翔戯舗C剌ケ
"衝

眸聡側に鶴散、国

道

“

号線に出て喘 Шレ ]ヾかう。

めまぐるしく変化した天候、部 回に亘る虹

の出現、上ウなアイ書 を楽しみながらそ

の時々の山の美しさと感動を与えてくれたホロ

細山。40-uも ― 動 しよう

との決意を新たにした山行でした。
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1999年 北海道支部山行計画 (案)

山篠  林   
…

耳 4F文 ■ ■ 有議菫

(1)第4回 交流登山 北海道支部事業

◎ 駒ヶ岳 は沼)

麺 沃沼に1泊

¨

※帯広地区会員の協力による。山小屋泊。

い

※回 輛

∝ 師

四pO_、 ら、翻 れ て雄

(2)春
¨ G¨

※前日テント泊も可

(3)秋
0幅

※日帰り

山行部として、現在上記のような山行を考えています。

1月の新年会の時に皆様方の意見をお聞きした上で決定したいと思います。

ヨヒ澪已養彗ヨ
=書

謳乗庁生F髪彗σD―~4ノ ヽ

北海道支部の新年交流会を、下記の通り行いますのでご案内致します。

出席の力ま事務局まで連絡下さい。TEL:011-737-9558

日 時 :1月 23日 吐)PM7:00～ 9:00
場 所 :「つる」札幌市中央区南 1条西5丁目Bl

電話011-231-8357
会 費 :3,000円
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記

◆年内中には、ついに発行できませんでした。はやくから― 寄せていただい

た方には大変申し分ナありませんでした。

◆表紙を飾っていただい潤

…

員である― さんと下間洋司さか ゾ

嚇
°
りI峰に無酸素登頂という快挙を成し遂げられました。心から拍庁を送りま

す。今年の新争熱論 二人の祝賀会も兼さしていただきます。多くの参加をお待

ちしています。

◆昨年『山のゆ考』の寄稿いただいた梅沢俊氏が、利瞬島南部の海岸近い鬼脇
一

―

       「IJシlJ7j・ ミ」を発見されたという■■が年末に報じられまし

た。これ潤す、多くの研究者が入っていてのまたもう一つの快挙にとめヽらお親い

の言葉を送ります。

◆一昨年旭岳清掃登山の時にいろいろとお世話になった、RLL国障塗漂ドウ
「ジ ィアの岡花さんから「大雪山を語る自然フォう」 という集会があるので、■lT J

の会員に告知してほしいとのことで、同封させてもらいました。

◆また鹿の話を一つさせてもらいます。昨年「鹿の道内罐臼劇田万頭、プラ熙イナ

イ4万頭」と書きましたが、道は数を12カ頭に決めたようで、そい 力顕をルタ
ーによって射殺するそうです。ルトはロース肉だけ取って、御ま山に放置され

"効
類

がこれを食べ鉛中毒で死ぬ数が増大しています。北海道の日抵u好クは、当然

狩猟によって鹿を射止め肉は食用とし、皮|ま靴や衣類に使われ、角は薬になり、

捨てるところなどありませんでした。飽瞼の時代とは言え、内地でも数百年前ま

では鹿肉を食用としていた分すだから、い として 姓ヽ したうえはま

るごと綺麗醐 したいものです。

HAT―」北海道支部だより 第3号

日

所

行

行

発

発

1999年 1月 5日

脚 ゆ引B7条画 丁目1-32

〒∞lЮ037   花島書店内

HAT―」北海道支部

011-737-9558

師  櫨

鶴 鉄  新 肝

TEL&FAX

…

…

-12-


